
２．大豆タンパク質ペプシン分解物（ペプトン）のCCK放出作用
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大豆に強い
CCK放出効果

― 大豆 卵白 小麦

主要な食品ペプトンをラット小腸細胞に作用

各大豆タンパク質構成成分のペプトンを 
ラット小腸細胞に作用させると・・・
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ß -conglycininペプトンとラット小腸刷子縁膜成分との結合
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コレシストキニン(CCK)の生理作用 
・膵酵素分泌刺激 

・胆のう収縮 
・満腹感、胃排出抑制 
　→摂食抑制 
・他のホルモンの分泌刺激、作用増強 
 
CCK放出を強く刺激する 
タンパク質、ペプチドには 
飽食促進効果があるのでは？ 
 
　　↓この効果を利用して 

 
過食を防ぎ、肥満予防が 
期待できるペプチドを 
食品タンパク質素材中 
から発見する

１．本研究の目的

7Sグロブリンの主成分 : ß-conglycinin

ß -conglycininペプトンをラット小腸細胞に作用
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ß-conglycininペプトンは 

小腸細胞に直接作用して 
CCKを放出させる

以前に行った研究から 
↓ 
アルギニン(R)を含むペプチドが 
刷子縁膜成分と強く結合

結合能あり
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§-conglycinin peptone

ß -conglycinin中のアルギニンが局在する画分では

４．ß-conglycinin中のペプチド画分とラット小腸

刷子縁膜との結合
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VRIRLLQRFNKRS(ß 51-63)画分が極めて高い

結合活性を示す

５．ß-conglycinin ß 51-63画分の摂食抑制効果

0

2

4

6

8

摂
食

量
 
(
g
/
h
)

§ 51-63水溶液水のみ

*

* : p < 0.05

ラットの小腸にß  51-63水溶液 

(3µ M, 2.5ml)を投与し、 

飼料を１時間給餌

摂食量低下

devazepide (CCK阻害剤)を静注したラットに 
ß  51-63水溶液を投与した場合
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ß-conglycininの摂食抑制能 

→活性ペプチドの単離、特定 
　摂食抑制機構の解明 
　　　　　　↓ 

食欲調節ペプチドとして 
特許取得 
 
種々の食品ペプチドの摂食抑制
効果の検索 
→有効なペプチド構造の特定 
　　　　　　↓ 

より効果の強い食欲調節 
ペプチドの開発へ

６．将来展望

３．ß-conglycininペプトンの摂食抑制効果

ラットの小腸にß -conglycininペプトン水溶液 

(2 mg/ml, 2.5ml)を投与し、飼料を１時間給餌

* : p < 0.05
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ß-conglycininペプトンは

CCKを介してラットの摂食
を抑制する

食品たんぱく質分解物による飽食促進作用の解析
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